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　コラム・大阪地域自慢

大阪の北から南へ、西から東へ、ぶらりと旅をすれば必ずやその地の自慢があります。大阪に

長年住んでいながら知らなかったことや、知っていたことも更に詳しく、各支部からご紹介し

ていただき、大阪の通になりましょう。きっとその土地へ行ってみたくなるはずです。
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vol.9　わが街探訪 笹をもらいに行く前に ～今宮戎神社・大国主神社～
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vol.8　わが街探訪 大東市は昔『首都』だった
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vol.7　わが街探訪 桜通りの素晴らしさ

　～茨木川リメイクの癒しの道～

〒540-0011 
大阪府大阪市中央区農人橋
2丁目-1-30 谷町八木ビル 4F

TEL：06-6944-1251
FAX：06-6941-8352
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大阪中央ブロック　中央南支部

(株)イングネット　岡本　康裕

　大阪の商売人なら誰もが知っていて、年に一度は訪れるであろう今宮戎神社。

　来年、1月9日から始まる十日戎を迎えるにあたり、ご存知の方もたくさんいるかと思い

ますが、より深い商売繁盛の祈願ができるよう戎様について綴りたいと思います。稚拙な

文章ですが、お付き合いいただければ幸いです。

普段の今宮戎神社
この記事を書くことをきっかけに、恥ずかしながら私自身、十日戎以外の日では初めて参

拝をしました。今宮戎神社に到着し、まるでまったく違う場所のような狭さに驚きまし

た。3日間の祭礼に100万人もの人々を集める神社とは到底思えない程、失礼ながらこぢ

んまりとひっそり佇んでいました。 

十日戎のはじまり
戎様は左脇に鯛、右手に竿を持っておられ、そのお姿からもうかがえるように元々は漁業

の守り神であり、海からの幸せをもたらす神とされていました。

当初の鎮座地も、海岸沿いの難波津※（なにわのつ）の付近にあったそうです。

海の産物が集まる場所にはそれにともない物々交換が行われる「市」が開かれ、その中で

も四天王寺で開かれていた「浜の市」の神として祀られ、そのことより、商売繁盛の神様

としての信仰が広まったそうです。

戎様への信仰は、豊臣時代のころから一層厚くなり、江戸時代には、商人の町大坂の繁栄

と共に、商業の神として ますますあつく崇拝されるようになりました。そのころには十日

戎の行事も盛んになり、今日のにぎわいを見せる大きな祭礼にまで発展をしました。

ちなみに、戎様への信仰は全国的にもありますが、関東では十日戎の行事は見かけられな

いそうです。※今の大阪港

『木津の大国さん』こと大黒様との関係
今宮戎から目と鼻の先にある大国主神社。十日戎の参拝に欠かせないのが、大漁追福の漁

業の神である戎様に対し、五穀豊穣の農業の神様であることから、同じように商売繁盛の

神として信仰されている大黒様への参拝です。

おかざりにもお二人並んで飾られており、例年、十日戎と同じ１月９日から１１日にここ

大国主神社でも大国まつりが行われており「えびす・だいこく両社詣って本まいり」とい

う触れ込みでにぎわいをみせております。

おわりに
　同じ町内で戎様と大黒様という我々経営者に馴染みの深い七福神の中でも商売の神であ

るお二人の神様が仲良く鎮座されている浪速区恵美須。

　十日戎での「年に一度の神頼み！」だけではなく、月に一度くらいは静かで穏やかな今

宮戎神社・大黒主神社に参拝し、自社の報告、経営についてゆっくりと見つめ直す時間を

持つことも大切だと思いました。
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大阪東ブロック　大東支部

(株)山田製作所　山田　雅之

戦国の天下人、三好長慶の飯盛城
　わが町『大東市』は、他府県、いや大阪府内からも、お隣の東大阪に間違えられた

り、50歳代の人には『アァ~水害の』と印象が浅い地域です。以前市民アンケートでも

「何もない」というイメージが上位にありました。

　ここ数年前から、大東市を盛り上げる活動が盛んになり、市の資産を掘り起こす活動が

起こっており、その中から大東市は昔『首都』だったことが浮かび上がってきました。大

東市の東には、飯盛山があります。市内の小中学校の校歌にも数多くその名が出てくるほ

ど市民には馴染み深い「飯盛山」です。飯盛山の山頂には、大阪府下最大級の山城「飯盛

城」がありました。今でもその遺跡があります。永禄3年（1560）に戦国大名の三好長慶

が飯盛城に入城しました。長慶は「天下人」であり、この時の飯盛城は日本の首都であり

ました。

　戦国時代の「天下」とは、朝廷の所在地の京都とその周辺を指し、その秩序の安定を維

持し、コントロールできる人物が「天下人」なのです。長慶は対立していた、足利義輝を

京都から近江に追いやり、その後和睦して将軍は京都に戻るも、長慶は自らの支配力を強

めていきます。朝廷では「弘治」から「永禄」への年号の改元に際し、将軍にははから

ず、長慶と調整しました。このことから長慶は「天下人」と言えます。

　その後、飯盛城へと入った長慶は河内国を完全に手に入れ勢力を伸ばしていきます。オ

ランダで1718年から20年に発行された「歴史地図帳」では、日本の統治者を説明してお

り、そこには内裏（天皇家）、公方（足利将軍家）に続き、「三好殿」とあり、「信長」

「羽柴太閤」「秀頼」「家康」などと続いています、西洋人の目では「三好長慶」は紛れ

も無い「天下人」でした。その長慶が居城した飯盛城には、戦国の「首都」が存在してい

たのです。 

野崎まいりやだんじり祭りも 
　他にもたくさんの歴史的遺産が大東市にはあります。5世紀ごろに作られた堂山古墳

や、清少納言の枕草子に出てくる「勿入淵」跡の石碑。江戸時代新田開発の管理・運営の

ために作られた平野屋新田会所跡地など、史跡の宝庫です。また、全国的にも有名な「野

崎まいり」。開催される5月には10万人以上の方が参拝にきます。「野崎まいりは屋形船

で参ろ～」と「野崎小唄」で歌われるように、期間内は水路での行程ができる「野崎まい

りクルージング」が行われています。

　魅力だらけの大東市。西側には、東大阪にも負けない工

場出荷額を誇る工場街があり、住道駅は、日々の乗降客が

全国JR駅中でも上位にはいるとも言われています。8月に

はDAITO Rockcity（開会式では市長もRockを歌います。

またこれが上手い）9月の大東市民まつりをはじめ、秋に

は市内のあちらこちらでだんじり祭りが開催されその

数34台とか。12月には大東スマイルイルミネーション

と、毎月のように各地でイベントが開催されています。 

※三好長慶史実は新風書房発行の大阪春秋平成27年秋号

を参考にさせていただきました。

大東市が特集された大阪春秋
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大阪北ブロック　三島支部

日商保険サービス（株）

内山　雅統

　大阪の北部、茨木市の中心部を南北に約2.2km連なった『桜通り』をご紹介いたしま

す。元は昭和24年に廃川となった茨木川を、全長約5㎞のグリーンベルトとして整備した

ものです。

　桜を主にクスノキ、カシ、ハナミズキ、レンギョウな

ど40種、松を配した白砂青松コーナー、梅園、花壇、オリー

ブの森など変化に富む景観は、四季折々の姿を楽しませてく

れています。市役所前の高橋交差点より北が『川端通り』

（注1）、南が『桜通り』と名付けられています。桜通りは

大阪府みどりの百選『元茨木川緑地の桜』としても有名で

す。

桜通りモニュメント

毎日、桜通りを横切って徒歩で通勤している私にとって、とても季節感を感じる場所でも

あります。この季節は緑の葉が青々と茂り、多くの枝葉で桜通りはトンネル状になり、夏

の強い日差しを遮り、行き交う人々に涼しさを醸し出してくれています。特に早朝は散歩

やジョギングを楽しむ人たちを多く見かけます。早春、桜の季節ともなれば、それはそれ

は、満開の桜の花が帯状に連なり、言葉では言い表せないほど素晴らしい景色です。

桜のトンネルの中を歩けば360度どこを眺めても桜一色になりひと時の幸福感を味わえる

こと間違いなしです。

　桜が咲いている間の2週間程『茨木市民さくらまつ

り』が開催され、通りに面している佐和良義神社境内

では露店も出て賑わいが増します。市役所の南側に茨

木童子（注2）の石像が飾られています。茨木に古く

から民衆の中で語り伝えられてきた代表的な民話をも

とに製作されたものです。かわいい鬼の形相をしてい

ます。一度お出かけになられたらいかがでしょうか。 佐和良義神社

（注1）『伊豆の踊子』『雪国』などで知られる文豪川端康

成は、茨木市の生まれでこの通りに面して川端康成文学館が

建てられ、川端通りと名づけられました。

（注2）茨木で生まれ育ち、大江山酒呑童子の配下となって

京の羅城門に夜な夜な表れたと伝えられる茨木童子はゆるキ

ャラ？裏表紙を参照。

茨木童子
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